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文部科学省「学生支援推進プログラム」に採択 

4月から眼科開設 

　文部科学省の平成21年度「学生支援推進プログラム」に、

福岡歯科大学の取組「臨地体験と就業情報通信システム構

築による歯学生の就業支援強化」が採択されました。この事

業は、各大学・短期大学・高等専門学校から申請された、各大

学等における学士力の確保や教育力向上のための取組の中

から、達成目標を明確にした効果が見込まれる取組を選定し、

広く社会に情報提供するとともに、重点的な財政支援を行うこ

とにより、我が国の高等教育の質保証の強化に資することを

目的としています。 

　本学の取組では、学生が早い時期から都市部や遠隔地で

の多様な歯科臨床現場を体験し、歯科医師としての将来像を

描かせるなどの就業意識を高め、さらに生涯を通じて意欲的

に研鑽を積む姿勢や職業倫理意識の向上を図ります。これら

の体験を報告会で共有し、体験報告の記録に加えて、都市部

での特徴ある診療や離島僻地診療、口腔ケアの実績等遠隔

地での就業情報を、ポートフォリオ等の在学生の情報と併せて

就業情報通信システムを構築します。ICTの活用により就業

先のニーズと個々の学生が描く将来像や能力との適合性の

向上を図り、生涯研修の第一歩として最適な臨床研修施設

の選定を学生が主体的に行える能力を身につけさせるとともに、

就業への支援を強化するものです。 

　ご支援、ご協力をお願い致します。 

　福岡歯科大学では、口腔疾患を全身と関連づけて診るこ
とができる歯科医師を養成するため“口腔医学の確立”を目
指した特色ある教育、診療を行っています。この方針に基づ
き、歯科だけでなく内科や外科を始めとする隣接医学の充

実にも重点的に取り組んできました。本年４月から畑快右先
生を教授として迎え、本学医科歯科総合病院に「眼科」が新
たに開設されます。 
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助成金の贈呈を受ける谷口講師 

左から福島准教授と川口助教 

谷口奈央講師が三井住友海上 
福祉財団助成金を獲得 

福島忠男准教授らが特許を取得 

　総合歯科学講座の谷口奈央講師が、「乳酸菌配合オイルを利

用した高齢者の

口腔の健康増進

におけるプロバイ

オティクス効果」

（研究課題）の研

究で三井住友海

上福祉財団の助

成金を獲得し、11

月18日に東京の

住友会館におい

て行われた贈呈

式に出席しました。 

 

　歯科医療工学講座の福島忠男准教授らが、下記のとおり特許を取得しました。 

 

○特許番号：第4354445号 

○発明の名称：ＤＮＡ/キトサン複合体の成形方法 

○特許権者： 

・岡畑恵雄（東京工業大学・大  

　　　　　学院生命理工学研

　　　　　究科生体分子機能

　　　　　 工学専攻・教授） 

・福島忠男 

・株式会社マルハニチロ食品 

○発明者： 

・岡畑恵雄・福島忠男・川口稔 

 

　福島准教授は、「特許取得は初めての事で驚いています。企業側は、今後は

国際特許を視野に入れることも考えており、将来は商品化に生かされればと願

っています。」とコメントしました。 


